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下水道女子を盛り上げるマガジン

　「下水道分野で働く女性の会（ＧＪリンク）」は、下水道関連企業

で働くある女性社員の想いがきっかけとなって生まれました。下水

道界では同じ職場に女性がいることはとても少なくて、女性同士交

流する機会が少ない。同じ悩みを共有し、共感し、互いを高めあう

ような場がほしい。同じ想いをもつ女性職員は少なくないはず！　

平成 25 年 5 月、その想いをカタチにすべく、女性同士の繋がりを

支援する場としてＧＪリンクが始まったのです。

　下水道は生活を支えるインフラであり、多様な利用者の視点に

立った事業運営のためにも女性の活躍が欠かせません。下水道事業

に携わっている女性たちが、「つながる」こと、「情報発信」や「企

画・運営」のスキルアップを図ることで、未来の下水道の発展に貢

献することができるのです。

　下水道分野で女性たちがもっと活躍するために、私たちに何がで

きるでしょうか？

　ＧＪリンクでは、「やれる人が、やれる時に、やれることを」と

いうモットーのもと、

■ 今、下水道分野で働いている女性たちが、「仕事を楽しむ」こと。

■ 女性同士、仕事の楽しさについて共感し合うことで、もっと楽

　しみを増やすこと。

■ 楽しく仕事する様子を、多くの人に知って頂くこと。

■ そんな風にみなが楽しく仕事している「下水道」のことを、多

　くの人に知って頂くこと。

をめざして、『下水道分野で働く女性のマガジン～ GJ Journal』を

発行することにいたしました。

　広報のプロではないメンバーたちですが、GJ Journal では、一人

ひとりが楽しみながら情報発信していきます。　読者の皆様にも、

この楽しい気持ちが伝わりますように！

GJ Journal、ついに創刊

GJ Journa
l

創刊にあた
り

下水道広報プラットホーム
企画運営委員

阿部千雅



GJ Journal  紹介

GJ Journal は、女性の視点で幅広い下水道利用者に下水道のことを伝えるために誕生した フリーマガジンです。
下水道が秘める大いなるチカラ、さらにはその魅力を、下水道分野で働く女性たちがリアルな声で 語ります。

地下にあり、存在そのものが忘れられがちである下水道。
GJ Journal が地下と地上を繋ぐきっかけを与えられればと考えています。

特徴

■ 業界問わず楽しめるコンテンツ
　専門的な用語をできるだけ使用せず、下水道初心者でもわか

りやすい内容としています。

■ 地域ごとの発行
　地域 (ブロック) 別の発行になるので、自分の住んでいる地域

はもちろん、自分の興味のある地域の情報も収集できます。

■ PC やタブレットからも気軽に読める
　電子版での発行になるため、場所を問わずいつでもどこでも

閲覧できます。

ể 私の下水道
下水道女子が伝える下水道の魅力

　下水道分野で働く女性ならではの視点で、下水道女子が下水

道の魅力を伝えます。

下水道分野で働く上で感じた仕事の遣り甲斐や達成感。自分が

働く下水道施設の特徴。下水道分野で働く女子のリアルな姿。

読み手に下水道を「自分ごと」として捉えてもらえるように、

下水道女子がわかりやすく伝えます！

　また、下水道の情報のみならず、住んでいる場所や働いてい

る職場の魅力なども、「わが町自慢」・「わが社自慢」で紹介し

ます。

下水道をより多くの人に知ってもらいたい !!

■発行

■体裁

■流通形態

■ターゲット

概ね隔月発行

A4版

電子版をGKP ホームページに掲載

下水道利用者、下水道関係者、学生

－媒体概要－
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Ễ 地域別特集
地域ならではの下水道

　地域ならではの下水道事情

を読者の皆さんに知っていた

だくため、各地域 ( ブロック )

の編集委員が地域別のオリジ

ナル特集記事を企画。

　自分たちが住んでいる地域

にはない下水道施設や下水道

事情があるかもしれません！

ễ GJ のつぶやき&基礎データ
下水道女子が伝える下水道の魅力

　「GJ のつぶやき」では、下

水道女子達が、下水道分野で

働く中でのちょっとしたエピ

ソードや想いを、つぶやき形

式で紹介します。

　「基礎データ」では、全国

にたくさんいる下水道女子の

属性やニーズを紹介します。

Ệ 今月の一冊
事務局がオススメする書籍を紹介

　GJ Journal 事務局で作成す

る「今月の一冊」。

ここでは、女性のキャリア

アップに役立ちそうな書籍

や、下水道初心者からベテラ

ンまでが楽しめる下水道関連

の書籍を紹介します。

　皆さまのオススメ書籍があ

れば事務局までご連絡くださ

い。

ệ その他のページ
小ネタがいっぱい

　その他にも、下水道女子の生態を明らかにした「下水道女子

のトリセツ」、下水道を傷めない家事の工夫を紹介した「下水

道に優しい家事のポイント」、街で見かけたマンホールを紹介

する「よろずマンホール」、電車から見える下水道施設を紹介

する「電車からチラリと見える下水道施設」などの下水道に関

する小ネタの他、GJ リンクの母体である下水道広報プラット

ホーム (GKP) の最新情報や下水道女子の自主活動の紹介まで、

隙間時間に楽しめるコンテンツを取り揃えています。
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創刊号オリジナル特集記事

2015 年 12 月 10 日（木）～ 12 日（土）に、東京ビッグサイト（有明）にてエコプロダクツ 2015 が開催されま
した。今年で 17 回目を迎える本年度のエコプロダクツは、3日間で 17 万人近い来場者が訪れ、子どもからお年
寄りまで連日幅広い層の来場者で賑わっていました。

本年度の展示会では、「環境とエネルギーの未来を拓く

～水素社会」をテーマに、水素社会の社会的受容を図

るべく「水素社会企画」を設け、燃料電池自動車や水素ステー

ション、自治体の水素社会への取組みが紹介され、来場者

も水素への関心が高まりました。また、再生可能エネルギー

としての下水道の価値を来場者に知っていただく格好の機

会となりました。

　下水道水道広報プラットホーム（GKP）にとって、エコ

プロダクツへの参加は本年度で 4度目です。本年度も、毎

年エコプロダクツに出展しているメタウォーター株式会社

と一体的にブースを構え、「水をめぐる冒険－飲み水はどこ

から来る？使った水はどこへ行く」と題し、水循環を学び

ながら上下水道の重要な役割を「見て」「聞いて」「感じて」

学べる体験型ブースを展開しました。

「水循環」を通して上下水道の役割と　　　
価値を学ぶブース

エコプロダクツ 2015 で下水道のアピール

コンパニオンロボット「NAO（ナオ）」の前に集まる小学生たち

創刊号
特集
 

　水の冒険のスタート地点には、コンパニオンロボット

「NAO（ナオ）」がお出迎え。水の循環を表現したパネルの

横で、飲み水がどこから来るのか、使った水はどこに行く

のか来場者に向けて問いかけます。NAOに見送られた後、

「森林ゾーン」、「浄水場ゾーン」、「家庭ゾーン」のある上水

の冒険スポットへと進んでいきます。上水の冒険スポット

では、水源涵養林による自然浄化のチカラ、水をキレイに

するチカラ（砂ろ過 /セラミックろ過）、水を届けるチカラ

（水道管）を説明するとともに、水源涵養林と砂ろ過のデモ

を実演しました。

　次の冒険スポット「家庭ゾーン」では、トイレやお風呂

の実機展示のほか、家庭で 1日どれくらいの水を使用する

のかをペットボトルの本数で表示したパネル展示により、

家庭では毎日どれだけの水が使われているかを具体的に理

解してもらいました。

下水道広報プラットホーム

－未来を担う子供たちへ水循環の大切さを伝える－



7

次なる冒険スポットは、下水処理場ゾーンです。実物大

の下水道管模型をくぐり下水道管をリアルに体験し

てもらいました。下水の冒険スポットでは、下水道が担う

４つのチカラ（街をキレイに保つチカラ、浸水から街を守

るチカラ、水環境を守るチカラ、エネルギーを創るチカラ）

をわかりやすく説明するとともに、汚れた水をキレイにす

る微生物達を顕微鏡で実際に子供たちに見てもらいました。

　来場した子供たちからは、「微生物が実際に見ることがで

きて面白かった。」「汚れた水がキレイになるってすごい！」

「キレイになった水がこうして循環されるんだね。」といっ

た感想がありました。その他にも、下水処理場から生まれ

た処理水や肥料、バイオガスを利用して作物を育てる取り

組みである「ビストロ下水道」を紹介するパネルや、下水

汚泥で創られた炭化物で電気が作られることなど、下水道

のエキスパート達が下水道の秘めたるチカラを子供たちに

紹介しつつ、子供たちが積極的に質問を行っている場面が

見られました。

下水道の 4つのチカラを学ぶ

水をめぐる冒険ブースの来場者は 3日間で約 6,000 人に

および、平日は団体でお越しの園児や小・中学生、土

日は家族連れで大盛況となりました。

　会期中は、下水道マスコットキャラクタースイスイと、

ミス日本水の天使（柴田美奈さん、神田れいみさん、臼田

美咲さん）が日替わりでブースのナビゲート役に。中でも

本年度の水の天使、柴田美奈さんは、子供たちに水の循環

について説明し、来場した子供たちは柴田さんの説明に熱

心に耳を傾けていました。また、子供たちだけでなくあら

ゆる世代の方がブースに来場いただき、水の循環を通して

上下水道の役割と価値を学んでいただきました。

　GKP としても、上下水道の更なる認知度向上に向けて、

約 6000 名の来場者がブースを訪問

多くの来場者に楽しみながら上下水道を学んでいただける

ような企画を引き続き考えていきたいと思います。

　最後になりましたが、エコプロダクツ 2015 出展に際しご

協力いただきました後援団体および協賛企業・団体の皆様

（以下に記載）、会期中の運営にご尽力いただきました GKP

会員の皆様に厚く御礼を申し上げます。

【主催】

「21 世紀の下水道を考える会」協議会（日本下水道協会、

日本下水道施設業協会、日本推進技術協会、下水道事業支

援センター、日本下水道管路管理業協会、日本建設業連合

会、全国上下水道コンサルタント協会、日本下水道施設管

理業協会、日本下水道新技術機構、日本下水道光ファイバー

技術協会）

【協力】

国土交通省水管理・国土保全局下水道部

【協賛】

東京都下水道局、埼玉県下水道公社、東京都下水道サービ

ス、月島機械㈱、㈱日水コン、㈱フソウ、㈱北海建設工業所、

前澤工業㈱、メタウォーター㈱、ラサ商事㈱

【運営協力】

21 世紀水倶楽部

写真左上：マガジン風パネルを読みながらクイズラリーに答える
写真右上：下水管の中で下水の役割を聞く
写真　下：水を浄化するためセラミック膜の説明を受ける
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日常の業務の中で、大変だったことや嬉しかったこと、
提案したいことなどをつぶやき形式で紹介します。
創刊号は、2015 年に開催された GJ リンク全国ワークショップの参加
者からのつぶやきです。-WS 参加者編 -
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